
連続トーク 2014(9 月～12 月)レジュメ 

 

開催日時 11/26（水） 1730~1830 

テーマ PPP フロンティア ～豊かな社会を創るために PPP ができること～ 

講師 阿部仁志 東洋大学大学院 経済学研究科 客員教授 (Dr.rer.nat.) 

担当科目 PPP ビジネス III 

専門 科学技術と経済に関わる学際領域の研究、21 世紀産業論、ビジネスモデル論 

主な著書 “Technology Roadmapping for Strategy and Innovation –Charting the Route to 

Success” Springer 出版 (2012)共著、「公民連携白書」（時事通信出版局、共著） 

主な公職 研究・技術計画学会理事・監事、PICMET(国際技術経営会議)委員、経済産業省

モノづくり補助金審査委員、等 

講義内容 1. PPP フロンティアは PPP とイノベーションのクロスポイントに焦点を当て

ている。本講義は俯瞰的、概論的に行う。 

最初に PPP の歴史、その使われ方を概観する。次に経済成長の源泉である

イノベーションについて解説しクロスポイントの中身に入っていく。 

2. 今夏、国際会議 PICMET は『インフラとサービス統合』を大会テーマとして

金沢市で開催された。その話題など交えて社会基盤、社会課題に関わるイ

ノベーション政策について国際的な動向を紹介する。 

3. 今日的な社会問題はこの連続トークの中でも多数取り上げられている。そ

して国政の場、様々な学術会議等で真剣に議論されている。 

ここでは３つの高齢化（人、モノ、カネ）が引き起こす社会課題に焦点を

当て PPP フロンティアという考え、枠組みで解決策を構想し、『豊かな社会

を創るために PPP ができること』を紹介したい。 

4. 最後に魅力ある外部講師を紹介する。本科目の中ではマクロトレンド、３

つの高齢化に関わる社会課題の最前線（未来予測、ロボットスーツ HAL、

オープンデータ、北欧型 PPP イノベーション、クラウドファンディング、

ファンドレージィングなどから選択）を事例ベースで紹介する構成にして

いる。 

 

5. 補足：本科目のもう一つの目的は PPP 実務家へ事業(政策)の構想、企画・

立案の方法論・実践論を武器として提供することにある。ビジネスモデル

演習によって知識と技能を取得する内容にしている。 

一言メッ

セージ 

PPP フロンティア、それが２１世紀の社会、経済、技術、そして政策の中で

どのような役割を担うのか、試論を紹介する。来期以降、講義と演習の中で皆

さんと一緒に『豊かな社会を創るために PPP ができること』を考え、議論を深

めていきたい。 

 


